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【概要】 
 本研究は、2D RGB カメラによるモーションキャプチャを活用した作業現場における人

間工学的リスクアセスメント（ERA）の方法について検証した。具体的には、実際の製造

ラインにおいて13人の作業者を対象に、RUBA・RULAを活用した手動による姿勢評価と、

システムを用いた半自動評価の一致度を分析した。モーションーキャプチャについては

Tf-pose-estimation と Google Mediapipe を組み合わせたものを用いた。 
 結果は、環境条件（照明、カメラ設置角度、作業者の動きや障害物の有無など）によっ

て精度にばらつきがあるものの、リスクレベルの評価は 40～80％の精度で一定の信頼性が

確認されたが、ERA スコアについては誤差が大きく、あくまで詳細な分析が必要かどうか

の大まかな目安を確認する程度の精度は備えているものと判断できた。 
 ツール導入における課題・改善点について「2D 画像による角度推定の限界」や「視点ご

との遠近法による歪み」、「作業者が動き回ることで姿勢が正確に評価されない」ことな

どが挙げられた。これらの克服には 2D 画像から 3D 姿勢を明確に識別する必要があるため、

様々な視点からキャプチャした合成データセットや、3D 姿勢を認識するツールなど、新た

な分析手法の開発が期待される。 
 結論として、モーションキャプチャツールの活用は、専門家レベルのリスクアセスメン

トとしては最適化されていないが、製造現場で作業者の姿勢を継続的に監視・分析し、職

場の安全性と効率性を向上させる可能性を秘めている。今後の技術改善によって、個人ご

とに適した作業設計を行うための基盤技術として、今後の産業 5.0時代において重要性が高

まると考えられる。 
 
【解説】 
 作業関連性筋骨格系障害（WMSDs）のリスク評価にあたり、迅速全身評価（REBA）1)、

迅速上肢評価（RULA）2)、Ovako 式作業姿勢分析システム（OWAS）3)、職業性反復動作

指数（OCRA指数）4)などの観察ベースのツールが活用されます。従来の方法では現場での

直接観察や、作業姿勢の画像やビデオ分析を通じて関節角度の単純な推定を必要とするた

め、測定者の主観で測定の再現性が補償されないほか、データの収集に時間もかかります。

センサーやマーカーを用いたモーションキャプチャシステムは値段が高価な上に作業現場

に持ち込むことが難しいケースが多いですが、AI ベースのモーションキャプチャシステム



はマーカーやセンサーなどのデバイス装着の必要がなく、1台または 2台の RGB カメラで

済みます。 
 RGB モーション分析システム（RGB-MAS）では 2台のカメラを使うことで RULA スコ

アを推定するのをサポートするのに役立ち、人間工学の専門家が推定した結果に匹敵する

結果を提供できることが示唆された研究 5)もありますが、あくまで静止姿勢でかつ実験室レ

ベルの限られた条件下での結果となり、Vicon などの 3 次元動作解析装置の精度には達して

いません。あくまで、低コストに人間工学的リスクをスクリーニングするためのツールの 1
つとして活用できる可能性が示唆されています。 
 昨今では、姿勢分析や動作解析のアプリ開発が進められていますが、スマートフォンな

ど市販される動画撮影ツールでの撮影では、動作速度が遅い場合は比較的検出精度が高い

ですが、動作速度上がるにつれ解析精度の低下が確認されるなど、製品化されている高度

なモーションキャプチャと比較すると見劣りする部分が多い 6)と報告されています。 
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